
長
崎
と
天
草
は
一
衣
帯
水
の
仲
。
長
崎
へ
旅
を
す
る
た
び
に
そ
の
こ
と
を
痛
感
す

る
。今

年
一
月
、
長
崎
市
に
出
か
け
長
崎
歴
史
文
化
協
会
の
越
中
哲
也
先
生
を
訪
ね
た

際
、
機
関
誌
「
な
が
さ
き
の
空
」
の
原
稿
依
頼
を
受
け
た
。
主
要
テ
ー
マ
は
、「
天

草
切
支
丹
館
の
紹
介
に
つ
い
て
」
と
言
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
れ
に
ふ
れ
る
前
に
、
長
崎
と
天
草
の
歴
史
文
化
、
観
光
の
背
景
に
つ
い
て
記
し

て
み
た
い
。

長
崎
を
中
心
と
し
た
五
島
、
平
戸
、
大
村
、
島
原
お
よ
び
天
草
ま
で
の
西
九
州
地

域
は
、
古
く
か
ら
中
国
文
化
を
は
じ
め
東
洋
文
化
の
影
響
を
受
け
、
近
世
初
期
は
南

蛮
・
唐
・
紅
毛
文
化
の
交
流
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
そ
ん
な
長
崎
、
天
草
地
域
は
、
十

六
世
紀
後
半
か
ら
密
接
な
関
係
を
深
め
な
が
ら
、
共
通
の
宗
教
文
化
を
発
展
さ
せ
て

き
た
。
キ
リ
シ
タ
ン
文
化
が
そ
れ
で
あ
る
。

長
崎
、
天
草
に
置
か
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
の
最
高
学
府
・
コ
レ
ジ
ョ
（
学
林
）
で
の

宣
教
師
養
成
、
金
属
版
印
刷
に
よ
る
数
多
い
出
版
物
が
そ
の
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

そ
の
キ
リ
ス
ト
教
を
伝
え
た
の
は
、
ご
存
じ

ポ
ル
ト
ガ
ル
の
宣
教
師
ル
イ
ス
･
デ
･
ア
ル
メ

イ
ダ
で
あ
る
。
天
草
は
一
五
六
六
年
、
長
崎
で

は
翌
六
七
年
か
ら
布
教
が
行
わ
れ
、
以
来
キ
リ

シ
タ
ン
文
化
が
華
開
い
た
。
こ
れ
を
記
念
し
、

本
渡
市
の
殉
教
公
園
に
は
ア
ル
メ
イ
ダ
の
レ
リ

ー
フ
が
、
長
崎
の
春
徳
寺
前
に
は
布
教
記
念
碑

が
そ
れ
ぞ
れ
建
立
さ
れ
て
い
る
。
医
療
に
も
貢

献
し
た
ア
ル
メ
イ
ダ
は
一
五
八
三
年
十
月
、
天

草
の
河
内
浦
で
没
し
た
。

そ
の
後
の
禁
教
令
下
で
は
、
隠
れ
キ
リ
シ
タ

ン
に
よ
る
キ
リ
シ
タ
ン
崩
れ
が
浦
上
、
大
村
、
天
草
で
あ
い
つ
い
で
い
た
事
は
衆
知

の
と
お
り
で
あ
る
。

時
代
く
だ
っ
て
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）、
時
の
領
主
は
天
草
の
貧
困
と
人
口
過

剰
を
解
消
す
る
た
め
長
崎
へ
の
出
か
せ
ぎ
を
奨
励
し
た
。
当
時
の
長
崎
は
鎖
国
の
も

と
で
日
本
唯
一
の
貿
易
港
で
あ
り
、
出
か
せ
ぎ
を
受
け
入
れ
る
元
気
な
街
だ
っ
た
た

め
、
天
草
の
人
た
ち
は
長
崎
へ
仕
事
を
求
め
て
海
を
渡
っ
た
。
実
は
私
の
祖
母
も
明

治
に
な
っ
て
長
崎
へ
奉
公
に
出
か
け
た
ひ
と
り
だ
っ
た
。

天
草
は
明
治
二
年
に
長
崎
県
の
管
轄
と
な
っ
た
が
、
同
四
年
に
は
廃
藩
置
県
で
八

代
県
の
管
轄
と
な
り
、
そ
の
後
、
白
川
県
を
経
て
熊
本
県
と
な
っ
た
。

関
東
方
面
な
ど
他
所
の
人
の
な
か
に
は
、
い
ま
も
天
草
は
長
崎
県
と
み
て
い
る
人

が
少
な
く
な
い
。
苓
北
町
名
物
の
蛇
お
ど
り
や
コ
ッ
コ
デ
シ
ョ
、
ペ
ー
ロ
ン
大
会
は
、

中
国
か
ら
長
崎
を
経
て
天
草
に
伝
わ
っ
た
伝
統
行
事
で
知
ら
れ
て
い
る
。

一
方
、
天
草
か
ら
長
崎
に
は
、
江
戸
末
期
か
ら
明
治
に
か
け
て
洋
風
建
築
、
石
造

の
文
化
が
伝
え
ら
れ
た
。
日
本
で
の
洋
風
建
築
の
先
駆
者
と
い
わ
れ
た
小
山
秀
之
進

（
五
和
町
御
領
大
島
出
身
）
は
文
久
元
年
、
フ
ラ
ン
シ
ス
・
グ
ル
ー
ム
邸
を
手
が
け
た

ほ
か
グ
ラ
バ
ー
邸
、
リ
ン
ガ
ー
兄
弟
邸
、
オ
ル
ト
邸
、
そ
れ
に
国
宝
指
定
の
大
浦
天

主
堂
な
ど
、
今
に
遺
る
モ
ダ
ン
な
洋
風
建
築
の
設
計
、
工
事
を
手
が
け
完
成
さ
せ
て

い
る
。

こ
こ
本
渡
市
の
天
草
切
支
丹
館
に
は
、
小
山
秀
之
進
が
使
用
し
た
「
方
針
」
な
ど

の
遺
品
や
、
本
人
の
顔
写
真
が
展
示
し
て
あ
る
。
人
的
交
流
も
盛
ん
だ
っ
た
。
元
長

崎
市
長
の
諸
谷
義
武
氏
は
苓
北
町
富
岡
出
身
だ
っ
た
。

さ
て
、
こ
こ
か
ら
天
草
切
支
丹
館
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
た
い
。
本
渡
市
内
を
一
望

で
き
る
殉
教
公
園
の
一
角
（
本
渡
城
本
丸
跡
）
に
昭
和
四
十
一
年
八
月
一
日
、
建
設

オ
ー
プ
ン
し
て
今
年
で
三
十
九
年
。
館
内
に
は
国
指
定
の
重
要
文
化
財
「
天
草
四
郎

陣
中
旗
」
を
は
じ
め
、
わ
が
国
初
の
金
属
版
印
刷
で
あ
る
天
草
本
「
平
家
物
語
」
な

ど
の
南
蛮
文
化
、
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
、
代
官
行
政
、
天
草
島
原
の
乱
、
の
四
つ
の
コ

ー
ナ
ー
に
分
類
し
、
四
百
年
来
の
キ
リ
シ
タ
ン
関
係
資
料
が
展
示
し
て
あ
る
。

な
か
で
も
、
天
草
島
原
の
乱
で
の
キ
リ
シ
タ
ン
一
揆
勢
の
シ
ン
ボ
ル
だ
っ
た
「
天

草
四
郎
陣
中
旗
」
は
、
国
の
重
文
で
あ
る
と
と
も
に
世
界
三
大
聖
旗
の
一
つ
と
い
わ

れ
る
極
め
て
貴
重
な
文
化
財
で
あ
る
。
陣
中
旗
は
シ
ル
ク
の
菊
花
紋
織
の
倫
子
製
の

指
し
物
で
、
サ
イ
ズ
は
百
八
セ
ン
チ
四
方
。
中
央
に
大
聖
杯
、
上
に
ラ
テ
ン
ク
ル
ス
、

左
右
に
合
掌
し
て
い
る
天
使
が
描
か
れ
、
点
々
と
残
る
血
痕
や
矢
弾
の
跡
は
、
信
仰

の
深
さ
、
戦
さ
の
激
し
さ
が
し
の
ば
れ
る
。

こ
の
陣
中
旗
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
一
揆
勢
が
立
て
こ
も
る
島
原
南
有
馬
の
原
城
に
攻

め
入
っ
た
鍋
島
藩
の
鍋
島
大
膳
が
戦
利
品
と
し
て
分
捕
っ
て
以
来
、
鍋
島
藩
で
受
け

継
が
れ
、
の
ち
に
転
々
と
し
た
あ
げ
く
、
昭
和
五
十
三
年
に
所
有
者
か
ら
天
草
切
支

丹
館
に
寄
託
、
平
成
七
年
六
月
、
松
本
高
光
翁
よ
り
寄
贈
を
受
け
た
。
図
柄
は
、
天

草
島
原
の
乱
で
た
だ
ひ
と
り
生
き
残
っ
た
、
わ
が
国
初
期
の
洋
画
家
・
山
田
右
衛
門

作
（
島
原
口
之
津
）
が
描
い
た
作
品
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
旗
の
図
柄
は
キ
リ
ス

ト
を
シ
ン
ボ
ル
化
し
た
聖
晩
餐
の
図
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
館
内
に
は
、「
四
郎
乱
物
語
」
な
ど
本
渡
市
指
定
文
化
財
六
点
、
隠
し

十
字
仏
、
逆
さ
観
音
、
踏
み
絵
、
天
草
四
郎
像
な
ど
、
お
よ
そ
四
百
点
の
資
料
が
展

示
し
て
あ
る
。

昭
和
四
十
一
年
九
月
に
は
三
笠
宮
殿
下
ご
夫
妻
、
翌
四
十
二
年
に
秩
父
宮
殿
下
、

そ
し
て
四
十
三
年
四
月
に
は
皇
太
子
殿
下
ご
夫
妻
（
現
両
陛
下
）
が
ご
来
館
さ
れ
話

題
と
な
り
、
人
気
を
呼
ん
だ
。

館
の
前
庭
に
は
、
北
原
白
秋
の
詩
碑
や
天
草
四
郎
銅
像
、
中
村
汀
女
句
碑
、
大
聖

杯
、
陣
中
旗
の
寄
贈
者
・
松
本
翁
の
顕
彰
碑
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
近
く
の
二
の
丸
跡

に
は
乱
の
殉
教
者
を
祀
る
千
人
塚
と
、
キ
リ
シ
タ
ン
墓
地
が
あ
る
。
墓
地
内
に
は
、

ア
ル
メ
イ
ダ
像
、
天
草
で
最
初
に
殉
教
し
た
ア
ダ
ム
荒
川
の
記
念
碑
が
建
ち
、
訪
れ

る
人
の
散
策
コ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
数
年
の
年
間
入
館
者
は
、
六
万
人
台
で
ほ
ぼ
横
ば
い
。
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の

里
、
風
光
に
富
ん
だ
天
草
を
求
め
て
訪
れ
る
観
光
客
が
あ
と
を
断
た
ず
、
キ
リ
シ
タ

ン
巡
礼
の
旅
と
銘
打
っ
た
韓
国
か
ら
の
ツ
ア
ー
も
増
え
る
傾
向
に
あ
る
。

｜
｜
｜
｜
｜
｜

○
五
月
一
日
、
目
に
若
葉
の
候
。
事
務
所
の
窓
よ
り
風
頭
（
か
ざ
が
し
ら
）
の
楠
若

葉
が
一
番
美
し
い
季
節
で
、
私
は
其
の
若
葉
に
誘
わ
れ
、
肥
前
古
賀
の
駅
よ
り
上

床
公
園
を
す
ぎ
、
現
川
（
う
つ
ゝ
が
わ
）
の
峠
を
こ
え
街
に
帰
っ
た
。「
わ
け
入

っ
て
も
分
け
入
っ
て
も
青
い
山
」（
山
頭
火
）
で
あ
っ
た
。
途
中
上
床
自
治
会
の

田
口
末
吉
会
長
よ
り
色
々
と
お
話
を
き
き
、
お
い
し
い
黒
豆
入
り
の
「
お
に
ぎ
り
」

も
ご
ち
そ
う
に
な
っ
た
。

○
若
葉
の
中
を
歩
き
な
が
ら
芭
蕉
の
句
「
若
葉
し
て
　
お
ん
目
の
し
ず
く
　
ぬ
ぐ
は

ば
や
」
を
不
図
お
も
い
出
し
、
先
年
、
鑑
眞
和
尚
の
遺
跡
を
訪
ね
て
中
国
揚
州
の

古
刹
大
明
寺
に
出
か
け
た
事
が
頭
に
浮
ん
だ
。
そ
の
時
も
五
月
若
葉
の
候
で
あ
り
、

寺
の
山
門
を
下
り
痩
西
湖
に
浮
か
ぶ
画
舫
に
乗
り
、
心
ゆ
く
ま
で
新
柳
色
を
楽
し

ま
せ
て
戴
い
た
。

○
故
林
源
吉
先
生
の
古
い
日
記
を
み
て
い
た
ら
、
昭
和
十
六
年
五
月
十
六
日
の
條
に

「
始
め
て
長
崎
の
有
志
者
相
図
り
丸
山
花
月
の
庭
園
に
端
唄
春
雨
の
記
念
碑
建
立
」

と
あ
り
、
更
に
、
こ
の
「
春
雨
」
の
作
者
が
鍋
島
藩
小
城
の
藩
士
柴
田
花
守
で
あ
る

こ
と
が
判
明
し
た
次
第
も
記
し
て
あ
っ
た
。
戦
後
そ
の
「
春
雨
ま
つ
り
」
は
再
出
発

し
、
私
も
出
席
さ
せ
ら
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
ど
う
な
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。

○
昨
年
末
、
出
島
史
跡
保
存
復
元
工
事
が
発
掘
資
料
や
古
文
献
を
参
考
に
し
て
急
ピ

ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。
今
回
の
中
心
的
建
造
物
は
出
島
最
大
の
建
造
物
で
あ

っ
た
「
カ
ピ
タ
ン
屋
敷
」
の
復
元
で
あ
る
。
先
日
、
展
示
資
料
の
事
も
あ
っ
て
工

事
現
場
を
見
せ
て
戴
い
た
が
、
建
物
の
正
面
は
約
三
〇
メ
ー
ト
ル
、
背
後
に
は
板

敷
の
大
き
な
ベ
ラ
ン
ダ
が
あ
り
、
天
井
も
高
か
っ
た
。
完
成
時
の
壮
観
さ
が
思
わ

れ
る
。

○
二
十
六
聖
人
記
念
館
の
結
城
神
父
様
よ
り
「
有
馬
の
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
関
係
資
料
集
」

を
戴
い
た
。
有
馬
の
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
の
創
立
は
一
五
八
〇
年
、
そ
の
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
が

廃
止
さ
れ
た
の
は
一
六
一
二
年
で
あ
る
。
其
の
間
の
歴
史
文
化
の
流
れ
は
、
長
崎

学
を
学
ぶ
人
に
は
、
是
非
、
知
識
と
し
て
学
ん
で
お

か
ね
ば
な
ら
ぬ
参
考
事
項
で
あ
る
と
考
え
読
ま
せ
て

戴
い
た
。（
北
有
馬
町
役
場
発
行
、
二
〇
〇
〇
円
）
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